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国際協力室長の交代

4月1日付の人事異動で平山次郎室長は燃料資源部長

に移りかわって燃料資源部燃料鉱床課長の藤井敬三氏

が新室長とたりました.平山前室長は昭和63年4月

に海外地質調査協力室(現国際協力室)長とたられJICA

新潮プロジェクトの開発等に辣腕をふるわれまLたが

その手腕を是非燃料資源部長としてふるってほしいとい

うことでわずか任期1年でしたが国際室を去られまし

た.平山前室長はその豪快た指導力で国際室を引っ張

ってこられましたが今回古巣の燃料資源部に長として

戻られますます真価を発揮されることでしょう.

藤井新室長はサウジアラビアイソドネシァフィ

リピソカナダアメリカオｰストラリア韓国中

国パキスタンと海外経験も豊富でITIT国際研究

協力にも長年携わってこられました.その豊富た経験

は最近ますます活性化している地質調査所の国際活動の

運営に生かされていくことでしょう.

トルコ雑録

1989年3月～5月の3ケ月間国際協力事業団の短期

派遣専門家としてトルコ共和国に滞在し活断層の地質

学的研究に関する技術協力に携わってきました.この

技術協力は1982年から1987年までITITプロジェク

トとして地質調査所とトルコ鉱物資源調査開発庁(M

TA)カミ共同で実施した｢活断層地震断層および地震

予知に関する研究｣とr第四紀地殻変動および地震予知

に関する研究jを発展させたものです.

鉱物資源探査を主とした両機関の20年以上にわたる交

流ITITプロジェクトで6年間に築き上げた協力体制

に加えて3ケ月という十分な滞在期間国際協力事業

団から提供された機材･現地業務費等々の好条件に恵ま

れて順調に業務を消化して帰国することができまL

た.長期に滞在された諸先輩をさしおいて雑文をもの

するのは気がひけるものですがトルコでの研究と生

活に関するいくつかの印象を記してみます.

(1)トルコの地震研究

国際協力事業団べ一スの対トルコ協力としては今回

の派遣がはじめて地震予知をテｰマとしたこともあって

トルコでの地震研究の現状についての情報収集も多少行

ってみました.

トルコは日本と同様た地震多発国で特に北アナトリ

ア断層では今世紀中ごろにM=6～7クラスの地震が

繰り返し発生しています.そのうえ最近のトルコ経

済･社会の発展にともなって大都市への人口･資本の

集中と都市の無秩序な膨張は地震災害の影響を増幅

する傾向にあります.

こうした自然･社会的た条件に対して地震予知･災

害緩和施策およびそのための基礎研究は非常に立ち遅

れているという印象を受けました.

地震の観測体制は一部の研究所でごく小数のテレメ

ｰタｰ観測が行われている以外概ねオフラインで地

震計･記録システムとも旧式のものが使われています.

またデｰタの解析や分析のためのコンピュｰタｰの導

入も遅れているようです.

全体に人材が乏しく機械もないという状況ですがそ

の背景には膨大た軍事費に圧迫されている文教･基礎

研究予算激しいインフレによって下落を続ける貨幣価

値といった困難な研究環境が浮き彫りにたってきます.

そのうえ国内にいくつかある研究機関間の風通しが

非常に悪いことも限られた予算を有効に使う上での欠

きた障害とたっているようです.デｰタや研究の交流

はほとんど行われず限られた成果が公表されているは

ずの雑誌もサｰキュレｰションは非常に悪いようです.

地震観測に限らず地震研究に関連したさまざまだ分野

の少たからぬデｰタが研究者のロッカｰの中で朽ち果

てていくようです.

こうした風通しの悪さは省庁レベルから個人レベル

にまでおよび強固た縦割りシステム･官僚支配と無関係

ではないように思えます.現在までに合衆国ドイ

ツイギリス目本だとがトルコの大学･研究所と協

力して北アナトリア断層の研究を行っていますがトル

コの地震予知･災害緩和体制を作り上げるにはまだまだ

時間とお金が必要です.トルコ国内でも国際連合の

計画している国際防災旬年に対応すべく官庁･大学･

研究所など関連機関を糾合した委員会が動きだしていま
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すがこれを機に効率的た地震予知･災害緩和のための国

家的組織ができることを大いに期待したいものです.

今回の技術協力のテｰマである活断層の地質学的研究

に関して日本で行われているようだスタイルの研究に

かぎっていえぼトルコにはほとんど研究者も指導者も

いたいのが現状です.これは第四紀についての研究

全般に関してもほぼ同じ状況といえます.

MTAには数多くの地形学者がいてトルコ地形学会

の中枢とたっていますが彼らの多くは地道にデｰタを

あつめて実証的な研究を行うよりは大まかたデｰタに

基づく中新世以降の構造発達や地形発達といった大き

な地質学者の向こうを張るようだ議論を好みます.

したがって日本で行われている地形や露頭を虫めが

ねで観察するようだ研究は全くといっていいほど行われ

ていません.その背景には地形学･第四紀学の教育

の場カミたいこと大学では地形図や空中写真(ともに軍

事機密)の使用カミ自由にたらたいことさらにフィｰル

ドの経済的負担がきわめて大きいといった問題があり

地質学教室にも共通した問題となっているようです.

(2)パｰソナルコンピュｰタｰブｰムと現実

トルコではこのところOA化がブｰムにたっていま

す.アンカラでも次六にコンピュｰタｰショップがオ

ｰプンし大学やオフィスにパソコンが導入されていま

す.少L前までは64KBか128KBのMSXが主

流だったようですがここにきてIBM-PC仕様の16

ビットマツソがどんどん市場を拡大してます.

とはいえ30歳前後のMTAの研究者の月収が200U

Sドル強のところに16ビットパソコンの値段が2000US

ドル以上で個人にはまだまだ手がとどきません.ち

たみにパソコンだと外国製品の価格はトルコ国内でも

すべてUSドルマルク等で表示してあって日毎のト

ルコリラの下落とともに値段も上がって行くわげです.

筆者のカウンタｰパｰトのMTA地質部には今回の

派遣にともなってパｰソナルコンピュｰタｰが寄贈され

ましたが地質部にはこれが最初のパｰソナルコンピュ

ｰタｰとなりました(写真1).このパｰソナルコンピ

ュｰタｰ(IBM-pC互換)は大歓迎され目下活躍中です.

今までは物理探査部のメインフレｰム(主記憶2MB)が

あるからパｰソナルコンピュｰタｰは不要という方針だ

ったようですが寄贈されたパｰソナルコンピュｰタｰ

の主記憶が4MBというのには彼らも驚かされたようで

した.

4月末にアンカラでコンピュｰタｰショｰが開催さ

れました.日本のショｰとは違ってあっと驚く新製

品が出るといった新鮮味はありませんが新たにトルコ

市場に参入したメｰカｰを含む多くのメｰカｰが16ビッ

1989年6月号

写真1贈呈式,電源を入れるI.Cakmak地質部長.

ト機を中心に出展して会場はたかなかの熱気でした.

そのショｰの最中に会場が停電したのはお笑いでした

がトルコの電力車晴を象徴Lているともいえます.停

電の間多ブｰスはみんな開店休業ですがその中で日

本製のバッテリｰドライブのラップトップ(E社製もち

ろんIBM-PC)が一手に客を集めていました.

トルコはしょっちゅう停電があるうえ電圧が不安定で

過保護でスポイルされた日本製の電子機器は損傷をうけ

ることがままあるのですがIBMとその互換機は特

に電源安定対策を施さなくてもめったに故障したいとの

ことでした.トルコのコンピュｰタｰはほとんどが

IBM-PC仕様でトルコ語キｰボｰドフォント等も完備

しており日本の“標準機"は現状では全く無力です.

(3)インフレｰション

トルコのここ1年間のインフレ率は80老以上にたりま

す.同時にトルコリラの対ドルレｰトも一年間に半分

ちかくに下がっています.給料の方も年間に数十%は

上がっているようですがべ一スアップが後手後手にな

るうえ引き上き率はインフレ率を下回るため実質賃

金は下がり続けておりみんなやりくりξ苦労していま

す.

今回の滞在中にも昨日まで800リラ(約50円)だっ

た缶ビｰルが突然1000リラになってびっくりというよう

たことがしぱしぽありました.円で族費をもらってい

る身にはあまり痛手とはなりませんがトルコの人た

ちにとってはビｰルの味もきっと苦いことでしょう､

筆者にとって苦かったのはインスタントコｰヒｰの味

です.畦いたく品のため関税率カミ高いせいでなんと

1009が1000円近くします.喫茶店でも一番高いソフ

トドリンクはインスタントコｰヒｰでトルコの人たち

にとってはほんとうにぜいたくた飲物たのです.
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